
基本属性

Q1-1.貴社の会社名と回答いただく担当課をご記載ください。
会社名
担当課

Q1-2.貴社の住所をご記載ください。
記述式

Q1-3.前問で回答頂いた住所に勤務している従業員数をご記載ください。
記述式

Q1-4.貴社の業種をご教示ください。
1 □
2 □
3 □
4 □
5 □
6 □
7 □
8 □
9 □
10 □
11 □
12 □
13 □
14 □
15 □
16 □
17 □
18 □
19 □
20 □

Q1-5.貴社の最寄りのバス停及び駅をご記載ください。最寄りの駅またはバス停が無い場合は、なしとご記入ください。
バス停
駅

Q1-6.貴社の駐車場における従業員用の駐車可能台数をご記載ください。
記述式 台

記述式

公務（他に分類されるものを除く）
その他（　）

選択肢

記述式

不動産業・物品賃貸業
学術研究・専門・技術サービス業
宿泊業・飲食店
生活関連サービス業・娯楽業
教育学習支援業

人（パート等も含む）

農業・林業
漁業
鉱業・採石業・砂利採取業

医療・福祉
複合サービス事業
サービス業（他に分類されないもの）

建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売業・小売業
金融業・保険業



コロナ禍現在の就業体制（現在）

コロナ禍現在（今日時点）の就業体制についてお伺いします。

Q2-1.貴社のおおよその出社率をご教示ください。
プルダウン 割

Q2-2.Q2-1で回答した出社率を設定した理由をご記載ください。不明な場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

Q2-3.貴社の時差出勤の実施状況についてご教示ください。
1 □ →Q2-3-1へ
2 □ →Q2-3-1へ
3 □ →Q2-3-1へ
4 □ →Q2-3-3へ
5 □ →Q2-4へ

★Q2-3.で「1.新型コロナウイルス感染拡大以前から全社的に時差出勤を導入している」「2.新型コロナウイルス感染拡大により新たに時差出勤を導入した」「3.新型コロナウイルス感染拡大により新たに時差出勤の導入を検討している」と回答した場合。
Q2-3-1.時差出勤を導入した、もしくは検討している理由のうち、最も当てはまるものをご教示ください。（いくつでも可）

1 □
2 □
3 □
4 □
5 □
6 □
7 □
8 □

Q2-3-2.実際に時差出勤に取り組んでいる従業員のおおよその割合をご教示ください。
プルダウン 割

★Q2-3.で「4.今後も時差出勤を導入する予定はない」と回答した場合。

Q2-3-3.「4.現時点では時差出勤を導入する予定はない」と回答した理由をご教示ください。不明な場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

Q2-4.貴社のテレワーク（在宅勤務）の実施状況についてご教示ください。
1 □ →Q2-4-1へ
2 □ →Q2-4-1へ
3 □ →Q2-4-1へ
4 □ →Q2-4-3へ
5 □ →Q2-5へ

選択肢

その他（）

選択肢

その他（）

新型コロナウイルス感染拡大以前から全社的に時差出勤を導入している
新型コロナウイルス感染拡大により新たに時差出勤を導入した
新型コロナウイルス感染拡大により新たに時差出勤の導入を検討している
現時点では時差出勤を導入する予定はない

新型コロナウイルス感染拡大以前から全社的にテレワークを導入している
新型コロナウイルス感染拡大により新たにテレワークを導入した
新型コロナウイルス感染拡大により新たにテレワークの導入を検討している

新型コロナウイルス感染防止のため

従業員のワークライフバランスの実現のため
人手不足解消や人材確保のため

交通渋滞緩和のため
公共交通利用促進のため

生産性・効率性の向上のため
選択肢

特に理由はない

現時点ではテレワークを導入する予定はない

その他（）



★Q2-4.で「1.新型コロナウイルス感染拡大以前から全社的にテレワークを導入している」「2.新型コロナウイルス感染拡大により新たにテレワークを導入した」「3.新型コロナウイルス感染拡大により新たにテレワークの導入を検討している」と回答した場合。
Q2-4-1.テレワークを導入した、もしくは検討している理由のうち、最も当てはまるものをご教示ください。（いくつでも可）

1 □
2 □
3 □
4 □
5 □ 事業継続性の確保のため
6 □
7 □
8 □

Q2-4-2.実際にテレワークに取り組んでいる従業員のおおよその割合をご教示ください。
プルダウン 割

★Q2-4.で「4.今後もテレワークを導入する予定はない」と回答した場合。

Q2-4-3.「4.現時点ではテレワークを導入する予定はない」と回答した理由をご教示ください。不明な場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

Q2-5.その他にコロナ禍現在において実施している取組がありましたらご記載ください。不明な場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

コロナ禍による就業体制変化（過去→現在）

コロナ禍前（2019年12月以前）と比較した、コロナ禍現在（今日時点）の就業体制についてお聞きします。

Q3-1.コロナ禍現在（今日時点）において、通勤手当の見直しや在宅勤務手当等の諸手当の見直しを実施しましたか。
1 □
2 □
3 □
4 □

Q3-2.コロナ禍現在（今日時点）の出張や外勤等の移動を伴う業務はコロナ禍前（2019年12月以前）と比較して変化しましたか。
1 □
2 □
3 □
4 □ 不明
5 □

その他（）

選択肢

見直しを行った

新型コロナウイルス感染防止のため
人手不足解消や人材確保のため
従業員のワークライフバランスの実現のため
生産性・効率性の向上のため

交通渋滞緩和のため
その他（）

見直しを検討している
見直しの予定はない

増加した
変化していない
減少した

選択肢

特に理由はない

その他（）

選択肢



公共交通利用のための施策（現在→将来）

コロナ禍現在（今日時点）と比較した、コロナ禍収束後の想定される就業体制についてお伺いいたします。

Q4-1.引き続き現在の出社率を維持していこうと思いますか。
1 □ はい
2 □ いいえ
3 □ その他（）

Q4-2.Q4-1で回答した理由をご記載ください。特にない場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

Q4-3.今後の時差出勤の導入意向についてご教示ください。
1 □
2 □
3 □
4 □
5 □
6 □

Q4-4.今後のテレワークの導入意向についてご教示ください。
1 □
2 □
3 □
4 □
5 □ 今後も導入予定はなし
6 □

Q4-5.今後の出張や外勤等の移動頻度の変化（想定）についてご教示ください。
1 □
2 □
3 □
4 □
5 □
6 □

Q4-6.時差出勤、テレワーク以外で今後導入していきたい、または導入を検討したい取組がありましたらご記載ください。特にない場合は記入せず、先へお進みください。
例．事務所移転、ワーケーション、週休3日制の導入、押印撤廃
記述式

Q4-7.その他で公共交通に対するご意見、ご要望がありましたら記載ください。特にない場合は記入せず、先へお進みください。
記述式

コロナ禍前（2019年12月以前）の移動頻度に戻る
コロナ禍現在（今日時点）の移動頻度が引き続き継続する（コロナ禍前には戻らない）
コロナ禍前（2019年12月以前）の移動頻度より増加する

選択肢

わからない

出張や外勤等は無い
その他（）

選択肢

選択肢

選択肢

その他（）

導入しており、新型コロナウイルス感染拡大が収束するまで継続入
導入しており、恒久的に導入する予定
導入しており、継続期間が未定
今後導入予定だが、時期は未定

導入しており、新型コロナウイルス感染拡大が収束するまで継続

その他（）

今後導入予定だが、時期は未定
導入しており、継続期間が未定
導入しており、恒久的に導入する予定

今後も導入予定はなし


